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　都市化における人口の㞟୰による大㔞生⏘・大㔞ᾘ㈝

は、経済・ሗもྵࡵあらࡺるศ㔝での⏬一化・ᆒ㉁化

をもたらした1�。㞟合住宅のィ⏬においても、㏆代都市⌮

ㄽのࡦとࡘである高ᒙ化・ᶆ‽化ィ⏬による౪⤥୰ᚰの

ィ⏬が行われてきた。しかし、地域住民をయとした部

ศ � 住戸 � と全య � ࿘㎶環ቃ � との対応関係によるໟᣓ

的な人と人との関係性や⮬↛環ቃとの関係性に関するศ

ᯒ・研究は少ないとゝえる。現在、㉸高ᒙの㞟合住宅は

▷ᮇ㛫に࿘㎶地域をྵࡵた人口ኚ化をもたらし、その≀

⌮的な大きさから地域ᬒほまでにもኚ化をえていると

考えられ、㉸高ᒙ住宅のィ⏬は都市地域ィ⏬においても

㔜要課題の一ࡘとゝえる。

　㉸高ᒙ住宅はᅵ地の高ᗘ⏝と経済性をᇶ本的なཎ⌮

としている。そのたࡵ、㢮ఝの住戸プࣛンを✚ᒙさࡏ、

ᇶ‽㝵のࢥ部ศとࡘなぐᘓ⠏ィ⏬となっている。ᑓ᭷・

ᑓ⏝・ඹ᭷・ඹ⏝部ศの合が␗なる事もあるが、㢮

ఝ性の高いᖹ面ࣞイࢺ࢘の✚ᒙがであり、పᒙ㝵か

ら高ᒙ㝵に至るまでྠ一プࣛンの事もある。それらを

」数㞟合さࡏる㞟住యの場合も、住Ჷẖの住戸プࣛンに

ᕪ␗はあるが、住Ჷẖにタ定された価᱁をయにィ⏬さ

れた㢮ఝ性の高いᖹ面ࣞイࢺ࢘の✚ᒙとしてಶูにィ

⏬されているഴྥがᙉい。➹者らは、これまで大ᕝ➃ࣜ

㸰㸯を対㇟として࿘㎶環ቃと居住者のㄆ▱のࢸࢩーࣂ

❧యኚ化との関係性にࡘいて考ᐹした。その୰でኚ㝵

ᒙὀ 1� という概念をᢳ出し、ᆶ┤方ྥに㉳因した環ቃㄆ▱

ὀ 2� にもとづく㞟合住宅のィ⏬ᡭἲを把握している 2�3���。

また、ᖥᙇ࣋イタ࢘ンを対㇟とした高さの␗なる㞟住య

における、居住者のㄆ▱≉性と㓄⨨ィ⏬とのᵓ成を把握

し、ィ⏬ᡭἲの研究を行っている ��6���。本研究では、こ

れまでの成ᯝをࡩまえ㉸高ᒙ住宅の㞟住యにおける住戸

の❧地ཬࡧ居住㝵による環ቃㄆ▱のᙧ成にࡘいて、人⮬

㉸㧗ᒙ住Ꮿの㞟住యにおける住戸の❧地ཬࡧᒃ住㝵の⎔ቃㄆ▱にࡼる
実ែᅪ域のᙧᡂに࠸ࡘて�
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㌟に関する᪥ᖖ生活ᅪのㄆ▱、⮬↛環ቃに対するㄆ▱と

♫環ቃに対するㄆ▱にศ㢮する。それに対して、᪥ᖖ

生活ᅪにおける「行動⠊ᅖ」、「わたしのまち」と「㌟㏆

なỈ㎶」、「㌟㏆な⥳地」の⮬↛環ቃのㄆ▱ཬࡧ「にぎわい」、

「㏆㞄住民意識」による、人と人とのࡘながりである♫

環ቃのㄆ▱をタ定し、調査を行う。そして、ྛ㡯目㛫の

┦のศᯒにより㉸高ᒙ住宅の㞟住యにおける住戸の❧

地ཬࡧ居住㝵の環ቃㄆ▱による実態ᅪ域ὀ 3� のᙧ成にࡘい

ての考ᐹを行う。本✏では既 研究 3� の地域における環

ቃㄆ▱の考ᐹの展開として、㞟住యの㓄⨨ィ⏬・ᘓ⠏ィ

⏬によってᙧ成される居住者の環ቃㄆ▱にࡘいて把握す

るたࡵ、居住者の居住㝵と住戸の❧地に着目し、住戸を

㝣に面しているෆ㝣ഃとỈ㎶に面しているἢᓊഃにศ㢮

する。また、ྛㄆ▱㡿域ὀ �� のᵓ成要⣲・ㄆ▱㡿域ᅗから

ㄆ▱≉性を把握し、比㍑ศᯒを行う。さらにኚ㝵ᒙか

ら居住㝵に㉳因するㄆ▱㡿域のኚ化にࡘいてศᯒし、考

ᐹを行う。そして、㉸高ᒙ住宅の㞟住యにおける住戸の

❧地ཬࡧ居住㝵の環ቃㄆ▱による実態ᅪ域のᙧ成にࡘい

て把握することを目的としている。

2. ㄪᰝᑐ㇟地域と分ᯒ᪉ἲ

2.1 ㄪᰝᑐ㇟地域

　大ᕝ➃ࣜࣂーࢸࢩ 21 を調査対㇟地域とした（ᅗ 1�

⾲ 1）。調査対㇟地域の高ᒙ住宅は多くのึᮇの高ᒙ住宅

とྠ様にྠ一ᖹ面ィ⏬の✚ᒙであり、࿘㎶環ቃཬࡧ居住

㝵に㉳因するㄆ▱≉性を把握する上で㐺しているとゝえ

る。

2.2 ㄪᰝᴫ要

（1� 調査ᮇ㛫

第 1ᅇ：2��2 ᖺ � ᭶

第 2ᅇ：2��� ᖺ � ᭶、�᭶

（2� 調査方ἲ

　調査方ἲ：ンࢣーࢺ対㇟者は㉸高ᒙにヱ当する � Ჷ

の㞟合住宅の居住者とした � ᅗ 2、⾲ はࢺーࢣン。�2

調査地の೫りをなくすたࡵに大ᕝ➃ࣜࣂーࢸࢩ 21 ෆの

▼ᕝ島බᅬ・ఢබᅬ・㐟Ṍ㐨・ၟ業タ๓・�63 㐨・調査

対㇟の住Ჷ࿘㎶➼で行い、居住者のㄆ▱≉性を明らかに

するたࡵ現地にてᅪ域ᅗ示ἲὀ��を⏝いて行った。調査は、

グ入⏝⣬とⓑ地ᅗを使⏝し、調査対㇟者に対ࢺーࢣン

して、「行動⠊ᅖにࡘいてᛮい出すもの、༳㇟的なもの、

≉ᚩ的なものを数に㝈りなくᣲࡆてくࡔさい」などのタ

ၥをし、ンࢣーࢺ⏝⣬は調査ဨがグ入する。そして、

ⓑ地ᅗにᥥかれる㡿域は「あなたが⚾のまち（よく▱る

まち）とឤじる⠊ᅖはどこですか。地ᅗにᅖんでくࡔさ

い。」などのタၥによって、⿕㦂者にグ入してもらう。

な調査ෆᐜ㡯目を �⾲ 3� に示す。

2.� 分ᯒ᪉ἲ

　本研究ではまࡎ、「住戸の❧地」に着目し、住戸が㝣に

面している「ෆ㝣ഃ」とỈ㎶に面している「ἢᓊഃ」に

ศ㢮して、ㄆ▱㡿域ᅗをస成する。ḟに、既 研究 3� に

おいて定⩏した「ኚ㝵ᒙによって区ศされる居住㝵ᒙ」

と「住戸の❧地」ࡈとにㄆ▱㡿域ᅗをస成する。なお、

本研究では区ศされた居住㝵をపᒙ㝵（第一ኚ㝵ᒙ以

ୗ）・୰ᒙ㝵・高ᒙ㝵（第一ኚ㝵ᒙ㹼第ኚ㝵ᒙ）・

㉸高ᒙ㝵（第ኚ㝵ᒙ以上）と⛠する。そして、「居

住㝵ᒙ」と「住戸の❧地」によるㄆ▱㡿域面✚のኚ化と

ᆶ┤方ྥにおける㏆㞄住民意識のኚ化をศᯒする。以上

により住戸の❧地ཬࡧ居住㝵ᒙによる環ቃㄆ▱のᙧ成を

ศᯒ・考ᐹする。
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�. ㄆ▱㡿域ᅗおࡧࡼᵓᡂ要⣲㡯目ୖ⾲の⪃ᐹ

　「居住㝵ᒙ」と「住戸の❧地」による居住者の㢮型（⾲

�）ẖにస成したㄆ▱㡿域ᅗ（「行動⠊ᅖ」）をᅗ �2�3�� に、

ㄆ▱㡿域のᵓ成要⣲㡯目上⾲（「行動⠊ᅖ」「わたしの

まち」「㌟㏆なỈ㎶」「㌟㏆な⥳地」「にぎわい」「㏆㞄住

民意識」）をᅗ �2�3�� と⾲ ��6�� に示す。ᅗ୰のプロࢵ

▱はㄆࢪーࢸーセンࣃ、はㄆ▱㡿域のᵓ成要⣲を⾲しࢺ

㡿域を㔜ࡡた時、ᅇ⟅者のఱ㸣がその㡿域をㄆ▱してい

るかを⾲している（以後、ㄆ▱ᙉᗘとࡪ）。ㄆ▱㡿域ᅗ

およࡧㄆ▱㡿域のᵓ成要⣲㡯目上⾲から、居住者全య

のㄆ▱ᗘὀ �� の高い場ᡤやその広がり、ㄆ▱のᙧ成の要因

やᇶⅬとなるᵓ成要⣲などをศᯒし、㢮型ẖの全య的な

ഴྥをḟのように考ᐹした。

（1�「行動⠊ᅖ」

D� 全య：ἢᓊഃとෆ㝣ഃの居住者ともに「ࣜࣂーࢸࢩ

21」のㄆ▱ᗘが高く、大ᕝ➃ࣜࣂーࢸࢩ 21 を୰ᚰに᭶

島方ྥへᙉくㄆ▱している。

E� పᒙ㝵：୧ഃの居住者は㖟ᗙ、⠏地、ᬕᾏ、㉺୰島地

域までの対ᓊ地域にㄆ▱㡿域が広がり、ἢᓊഃの居住者

はෆ㝣ഃよりどき方ྥにㄆ▱㡿域が広がるഴྥがある。

また、ෆ㝣ഃの居住者はἢᓊഃよりᮾ京都㐨 �63�ྕ⥺࿘

㎶にㄆ▱ᗘが高い。ᵓ成要⣲にࡘいて、ෆ㝣ഃの居住者

は対㇟地࿘㎶の地域に関する「ࣜࣂーࢸࢩ 21」「᭶島」

のㄆ▱ᗘが高く、ἢᓊഃの居住者はᬒほに関する「⥳が

多い」「㝮⏣ᕝ」と「ㄆ識しない」のㄆ▱ᗘが高い（ᅗ 2）。

F� ୰ᒙ・高ᒙ㝵：୧ഃの居住者は㖟ᗙ、⠏地、ᬕᾏ、

どき地域までの対ᓊ地域にㄆ▱㡿域が広がり、ෆ㝣ഃの

居住者はἢᓊഃより㉺୰島、᪂ᕝ、㇏Ὢ、㛛๓௰町方ྥ

にㄆ▱㡿域が広がるഴྥがある。ᵓ成要⣲にࡘいて、ෆ

㝣ഃの居住者は対㇟地࿘㎶の地域に関する「᭶島㥐」「ࣜ

ࢸࢩーࣂ 21」と「㈙い≀」に関する㡯目のㄆ▱ᗘが高く、

ἢᓊഃの居住者はᬒほに関する「⥳が多い」「㝮⏣ᕝ」の

ㄆ▱ᗘが高い（ᅗ 3）。

G� ㉸高ᒙ㝵：୧ഃの居住者はఢ、᭶島などのࣜࣂーࢸࢩ

21 ࿘㎶の㏆い地域にㄆ▱㡿域を広がり、ἢᓊഃの居住者

はෆ㝣ഃより㖟ᗙ、⠏地、ᬕᾏ、どき、㉺୰島、᪂ᕝ、㇏Ὢ、

㛛๓௰町までの対ᓊ地域にㄆ▱㡿域がかなり広がるഴྥ

がある。ᵓ成要⣲にࡘいて、ෆ㝣ഃの居住者は「ࣜࣂー

ࢸࢩ 21」、通に関する「᭶島㥐」と「ᩓṌ」に関する

㡯目のㄆ▱ᗘが高く、ἢᓊഃの居住者はᬒほに関する「㐟

Ṍ㐨」「㝮⏣ᕝ」と「ㄆ識しない」、また、≉定の㉸高ᒙ

住Ჷに関する「センࢳュࣜーࣃーࢡタワー」のㄆ▱ᗘが

高い（ᅗ �）。
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16.67
12.50
12.50

内㝣ഃ ἢᓊഃ

⾜ື⠊ᅖ�-�పᒙ㝵 (1F~7F)

ᗘᩘ 㡯目

ᅗ 2��ㄆ▱㡿域ᅗ�	�ᵓᡂ要⣲ୖ⾲࣮�పᒙ㝵�
࣮�⾜ື⠊ᅖ

㡯目

㸰㸮௦

㸱㸮௦
㸲㸮௦
㸳㸮௦

㸴㸮௦㹼
⏨ᛶ
ዪᛶ
1.2年
3.4年

住ᒃの⨨

5.6年

7.8年
8年以上

ᖺ㱋

ᛶู

居住年数

⾲��ኚ㝵ᒙにࡼるྛ㝵ᒙにおけるㄪᰝᑐ㇟ᴫ要

పᒙ㝵
(1F~7F) 

୰ᒙ࣭㧗ᒙ㝵
(13F~31F) 

㉸㧗ᒙ㝵
(37F~)

内㝣ഃ
ἢᓊഃ

5
11
9
7
15
20
27
8
11
8
3
17
23
24

20
37
29
17
19
60
62
21
43
20
22
16
46
76

2
4
3
6
12
10
17
5
5
2
4
8
7
20

ேᩘ ேᩘ ேᩘ

1R. ㄪᰝ内ᐜ 1R. ㄪᰝ内ᐜ

㸯

㸰

㸱

㸲

㸳

㸴

㸵

㸶

㸷

ᒓᛶㄪᰝ

ᵓᡂ要⣲のྍどព㆑ㄪᰝ

᪥ᖖ࣮ࣝࢺㄪᰝ

⾜ື⠊ᅖのㄆ▱㡿域ㄪᰝ

ㄆ▱㡿域ᵓᡂ要⣲ㄪᰝ

㏆㞄住Ẹとㄆ㆑するព㆑⠊ᅖㄪᰝ

地࣭⥳࡞Ỉ㎶࣭㌟㏆࡞㌟㏆࣭ࡕࡲしのࡓࢃ
にぎࢡ࣮࣐ࢻ࣭ࣥࣛ࠸ࢃのㄆ▱㡿域ㄪᰝ

௨๓にᒃ住してࠊࡕࡲࡓ࠸住࠸ࡲとのẚ㍑ㄪᰝ

のኚㄪᰝࡽてࡵጞ࠸ࡲに住ࡕࡲ

⾲ ��ㄪᰝ内ᐜ㡯目⾲

㡯目 ேᩘ 㡯目 ேᩘ

㸰㸮௦ �� ࢺ࣏࣮ࣥࣂࣜ ��
㸱㸮௦ �� ࣮࣡ࢱࢺࣛ࢝ࢫ 2�
㸲㸮௦ �� ࣮࣡ࢱࢺࣥࣟࣇࢸࢩ 2�
㸳㸮௦ �� ࣮࣡ࢱ࣮࢟ࣃ࣮ࣜࣗࢳࣥࢭ ��

㸴㸮௦㹼 �� �2ࢬ࣮࣡ࢱࢺࢫ࣮ ��
⏨ᛶ 12� ࢬ࣮࣡ࢱࢺࢫ࣮ �2
ዪᛶ 1�� ࣮࣡ࢱࣕࢩ࣮ࢥ ��
1.2年 49 㹁㸰Ჷ �
3.4年 89

住ᒃの᪉ゅ

北 32
5.6年 39 南 82
7.8年 42 東 84

9年以上 56 西 77
戸ᘓ �� ♫ဨ 11�

1㹼�㝵 12� බົဨ 2
�㹼1�㝵 �� ⮬Ⴀᴗ 2�
11㹼��㝵 22 ᑓ㛛⫋ 2�
�1㹼��㝵 � Ꮫ⏕ �
�㹼��P �� 㧗ᰯ⏕ �
�1㹼��P �1 ୰Ꮫ⏕ 2
�1㹼12�P �� ࢺ࣮ࣃ 1�
121P௨ୖ 22 ᑓᴗ፬ ��

࠸࡞ࡽࢃ 1� ↓⫋ 1�
1㹼1�㝵 ��
11㹼2�㝵 ��
21㹼��㝵 ��
�1㝵௨ୖ ��

௨๓のᒃ
住ᙧែ

⫋ᴗ

住࠸ࡲの
㧗ࡉのㄆ㆑

ᒃ住㝵

ᖺ㱋

ྡࣥࣙࢩ࣐ࣥ

ᛶู

居住年数

⾲㸰ࠉㄪᰝᑐ㇟ᴫ要

᭷ຠᅇ⟅ᩘ㸰㸵㸳ࣝࣉࣥࢧ

ὀ 6�
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（2�「㌟㏆なỈ㎶」

D� పᒙ㝵：ἢᓊഃとෆ㝣ഃの居住者ともに࿘㎶Ỉ㊰に関

する「㝮⏣ᕝ」と「ᩓṌ」のㄆ▱ᗘが高い。ෆ㝣ഃの居

住者はἢᓊ地域に関する「▼ᕝ島බᅬᕝἢい」と対㇟地

࿘㎶の≉定場ᡤに関する「┦生ᶫ」を上にㄆ▱し、ෆ

㝣ഃの居住者は対㇟地࿘㎶にある多✀㢮の㡯目をㄆ▱し

やすい。ἢᓊഃの居住者はἢᓊ地域に関する「ࣜࣂーࢩ

ー࿘㎶（㝮⏣ᕝἢい）」と࿘㎶Ỉ㊰に関する「㝮⏣ᕝ」ࢸ

のかに「ᬕᾏ㐠Ἑ」上にㄆ▱し、ἢᓊഃの居住者は

࿘㎶Ỉ㊰に関する㡯目をㄆ▱しやすい（⾲ �）。

21ࢸࢩ࣮ࣂࣜ

㈙࠸≀

㛛๓௰町

᭶ᓥ㥐
20
10
10
9

43.48
21.74
21.74
19.57

ㄆ▱し࠸࡞

㝮⏣ᕝ

࠸ከࡀ⥳ 17
16
14
13

22.37
21.05
18.42
17.11

ᗘᩘ㸣ᗘᩘ

内㝣ഃ ἢᓊഃ

㸣

⾜ື⠊ᅖ�-�୰ᒙ �࣭㧗ᒙ㝵  (1�F~�1F)  

0

20% 40% 60% 80%

ㄆ▱ᙉᗘ ᒃ住地
�P ����P

0

20% 40% 60% 80%

ㄆ▱ᙉᗘ ᒃ住地
�P ����P

21ࢸࢩ࣮ࣂࣜ

㡯目 㡯目

す௰ၟᗑ⾤

㖟ᗙ

㛛๓௰町
20%

20%

20%

40%

60%
80%

21ࢸࢩ࣮ࣂࣜ

᭶ᓥ㥐

20%

ఢබᅬ

බᅬࡤとࡣ

40%

20%

60%

80%

▼ᕝᓥබᅬ

㝮⏣ᕝ

21ࢸࢩ࣮ࣂࣜ

ᅗ ���ㄆ▱㡿域ᅗ�	�ᵓᡂ要⣲ୖ⾲࣮�୰ᒙ࣭㧗ᒙ㝵�
࣮�⾜ື⠊ᅖ

E� ୰ᒙ・高ᒙ㝵：ἢᓊഃとෆ㝣ഃの居住者ともに࿘㎶Ỉ

㊰に関する「ᬕᾏ㐠Ἑ」「㝮⏣ᕝ」と対㇟地࿘㎶の≉定場

ᡤに関する「┦生ᶫ」のㄆ▱ᗘが高い。ෆ㝣ഃの居住者

は「㝮⏣ᕝ」を一␒ㄆ▱しているが、ἢᓊഃの居住者は「ᬕ

ᾏ㐠Ἑ」を一␒ㄆ▱している（⾲ 6）。

F� ㉸高ᒙ㝵：ἢᓊഃとෆ㝣ഃの居住者ともに࿘㎶Ỉ㊰に

関する「ᬕᾏ㐠Ἑ」「㝮⏣ᕝ」と対㇟地࿘㎶の≉定場ᡤに

関する「ఢ大ᶫ」のㄆ▱ᗘが高い。୧ഃの居住者ともに「ᬕ

ᾏ㐠Ἑ」を一␒ㄆ▱している（⾲ �）。

（3�「㌟㏆な⥳地」

D� పᒙ㝵：ἢᓊഃとෆ㝣ഃの居住者ともにᬒほに関する

「ఢබᅬ」と「ࣜࣂーࢸࢩ 21」のㄆ▱ᗘが高い。ෆ㝣ഃ

の居住者は「ఢබᅬ」のかに「▼ᕝ島බᅬ」を上に

ㄆ▱し、ᬒほに関する㡯目をㄆ▱しやすいことがわかる。

ἢᓊഃの居住者は「ࣜࣂーࢸࢩ 21」のかに「住まい

に㏆い」を上にㄆ▱し、居住地に関する㡯目をᙉくㄆ

▱しやすい（⾲ �）。

E� ୰ᒙ・高ᒙ㝵：ἢᓊഃとෆ㝣ഃの居住者ともにᬒほに

関する「ఢබᅬ」と「ࣜࣂーࢸࢩ 21」のㄆ▱ᗘが高い。

ෆ㝣ഃの居住者は「ఢ島ᑠ学ᰯ」を上にㄆ▱し、ἢᓊ

ഃの居住者はἢᓊ地域に関する「▼ᕝ島බᅬἢい」を上

にㄆ▱している（⾲ 6）。

F� ㉸高ᒙ㝵：ἢᓊഃとෆ㝣ഃの居住者ともにᬒほに関す

る「ఢබᅬ」と可ど性に関する「住まいから見える⠊ᅖ」、

また「ࣜࣂーࢸࢩ 21」のㄆ▱ᗘが高い。ෆ㝣ഃの居住

者はἢᓊ地域に関する「ᕝἢい」を上にㄆ▱し、ἢᓊ

ഃの居住者はᬒほに関する「▼ᕝ島බᅬ」を上にㄆ▱

している（⾲ �）。

（��「にぎわい」

D� పᒙ㝵：ἢᓊഃとෆ㝣ഃの居住者ともにၟ業に関する

「す௰ၟᗑ⾤」と通に関する「᭶島㥐」「᭶島㥐࿘㎶」

のㄆ▱ᗘが高い。ෆ㝣ഃの居住者は「᭶島㥐」のかに「ᮾ

京都㐨 �63 ྕ⥺」を上にㄆ▱し、通に関する㡯目を

ㄆ▱しやすい。ἢᓊഃの居住者の一␒多いᅇ⟅は「ㄆ識

しない」であり、≉定の㡯目をㄆ▱しないഴྥがあると

考えられる（⾲ �）。

E� ୰ᒙ・高ᒙ㝵：ἢᓊഃとෆ㝣ഃの居住者ともにၟ業に

関する「す௰ၟᗑ⾤」と通に関する「᭶島㥐࿘㎶」な

どの㡯目、また、対㇟地࿘㎶の≉定場ᡤに関する「Ύ

通り」などの㡯目のㄆ▱ᗘが高い。୧ഃの居住者は「す

௰ၟᗑ⾤」を一␒ㄆ▱し、୰ᒙ・高ᒙ㝵の居住者に対して、

ၟ業に関する要⣲がㄆ▱しやすいと考えられる（⾲ 6）。

F� ㉸高ᒙ㝵：ἢᓊഃとෆ㝣ഃの居住者ともにၟ業に関す

20%

20%

20%

40%

60%

60%
80%

▼ᕝᓥබᅬ

㝮⏣ᕝ

21ࢸࢩ࣮ࣂࣜ

20%

40%

60%

20%

Ύ㏻ࡾ

᭶ᓥ㥐

ఢබᅬ

▼ᕝᓥබᅬ

21ࢸࢩ࣮ࣂࣜ

ᗘᩘ㸣ᗘᩘ

内㝣ഃ ἢᓊഃ

㸣

⾜ື⠊ᅖ -�㉸㧗ᒙ㝵  (�7F~  )  

᭶ᓥ㥐

ᩓṌ

Ύ㏻ࡾ

3
3
3
2

42.86
42.86
42.86
28.57

ㄆ▱し࠸࡞

㝮⏣ᕝ

㐟Ṍ㐨

࣮࣡ࢱࢡ࣮ࣃ࣮ࣜࣗࢳࣥࢭ

5
3
2
2

20.00
15.00
10.00
10.00

㡯目

21ࢸࢩ࣮ࣂࣜ

㡯目

0

20% 40% 60% 80%

ㄆ▱ᙉᗘ ᒃ住地
�P ����P

0

20% 40% 60% 80%

ㄆ▱ᙉᗘ ᒃ住地
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ᅗ ���ㄆ▱㡿域ᅗ�	�ᵓᡂ要⣲ୖ⾲࣮�㉸㧗ᒙ㝵�
࣮�⾜ື⠊ᅖ

住宅系研究報告会論文集 12　日本建築学会　2017.12

－ 142 －



る「す௰ၟᗑ⾤」と通に関する「᭶島㥐࿘㎶」、また対

㇟地࿘㎶の≉定場ᡤに関する「Ύ通り」のㄆ▱ᗘが高い。

ෆ㝣ഃの居住者は「㛛๓௰町」を一␒ㄆ▱している（⾲ �）。

（��「わたしのまち」

D� పᒙ㝵：୧ഃの居住者は居住地の「ࣜࣂーࢸࢩ 21」

と対㇟地࿘㎶の「᭶島」、通に関する「᭶島㥐࿘㎶」の

ㄆ▱ᗘが高い。（⾲ �）。

E� ୰ᒙ・高ᒙ㝵：୧ഃの居住者は居住地の「ࣜࣂーࢸࢩ

21」と通に関する「᭶島㥐࿘㎶」のㄆ▱ᗘが高くみられ、

ྠじᵓ成要⣲の㡯目に㏆い合でㄆ▱していることがわ

かった。（⾲ 6）。

F� ㉸高ᒙ㝵：୧ഃの居住者は居住地の「ࣜࣂーࢸࢩ

21」とၟ業に関する「す௰ၟᗑ⾤」、通に関する「᭶島

㥐࿘㎶」のㄆ▱ᗘが高い。（⾲ �）。

�. ᖹ㠃᪉ྥにおけるኚ㝵ᒙࡈとのㄆ▱㡿域のኚとࡑ

の❧యኚに࠸ࡘて

　๓❶ではㄆ▱㡿域の広がりの様┦とᵓ成要⣲のㄆ▱ᗘ

のどⅬから㢮型ẖのᇶ♏的なഴྥを考ᐹした。本❶では

ㄆ▱㡿域面✚の定㔞的なศᯒもຍえ、㢮型の比㍑からㄆ

▱≉性を考ᐹする。

��ᅗ � の上部は、ྛ居住㝵ᒙのㄆ▱㡿域の面✚を᭤⥺ὀ ��

としてᅗ化したものである。᭤⥺は居住㝵ᒙのኚ化にక

うㄆ▱㡿域の面✚のኚ化を示している。ෆ㝣ഃのㄆ▱㡿

域の面✚は୰ኸ⥺（�KD� からᕥഃへ広がり、ἢᓊഃはྑ

ഃへ広がっている。本❶ではこれを全住Ჷのㄆ▱㡿域の

❧యኚ化のഴྥをᤊえ、ศᯒする（以㝆、❧యኚ化と

⛠する）。ୗ部は㢮型ẖにྛ居住㝵ᒙのㄆ▱㡿域面✚のᖹ

ᆒ値をᅗ化したものである。ኴい一Ⅼᩳ⥺はపᒙ㝵、ᩳ

⥺のࢳࢵࣁンࢢは୰ᒙ・高ᒙ㝵、ࣞࢢーのሬりࡪࡘしは

㉸高ᒙ㝵を示している。㡯目ẖに三者のᵓ成をᕥഃ（ෆ

㝣ഃ）とྑഃ（ἢᓊഃ）で比㍑することでഴྥをどぬ的

に考ᐹすることが出来るᅗである。なお㝮ゅ部に㓄⨨し

たᅗは居住㝵ᒙのᖹᆒ面✚を上から広い㡰に示している。

以ୗに、ㄆ▱㡿域の❧యኚ化をຍえた㢮型の比㍑からㄆ

▱≉性をグ㏙する。

（1�「㏆㞄住民意識」

D� పᒙ㝵：ἢᓊഃとෆ㝣ഃの居住者ともに୰ኸ部にㄆ▱

㡿域が広がるഴྥがあり、୧ഃの居住者は⣙ 1�KD の⠊ᅖ

にཬࡪㄆ▱㡿域をᙧ成している。全య的に୧ഃのㄆ▱㡿

域は┦ఝしている �ᅗ ��。

E� ୰ᒙ・高ᒙ㝵：ෆ㝣ഃの居住者は上部とୗ部にㄆ▱㡿

域が広がるഴྥがあり、ἢᓊഃの居住者は୰ኸ部にㄆ▱

㡿域が広がるഴྥがある。全య的に୧ഃの❧యኚ化は┦

している �ᅗ ��。

F� ㉸高ᒙ㝵：ෆ㝣ഃの居住者は上部とୗ部にㄆ▱㡿域が

広がるഴྥがあり、ἢᓊഃの居住者は୰ኸ部にㄆ▱㡿域

が広がるഴྥがある。全య的に୧ഃのㄆ▱㡿域は┦し

⾲��పᒙ㝵におけるᵓᡂ要⣲ୖ⾲�

⾲��୰ᒙ࣭㧗ᒙ㝵におけるᵓᡂ要⣲ୖ⾲�

⾲��㉸㧗ᒙ㝵におけるᵓᡂ要⣲ୖ⾲�

᭶ᓥ

᭶ᓥ㥐࿘㎶
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73.91
34.78
21.74
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7
7
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5
5
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7
4
4

43.48
30.43
17.39
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9
4
4
4

37.50
16.67
16.67
16.67

㒔㐨���ྕ

9
4
3
2

39.13
17.39
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8.69

8
8
2
2
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8.33
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Ύ㏻ࡾ
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12
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26.09
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24
19
16
15

31.58
25.00
21.05
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28
12
6
4
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26.09
13.04
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27
21
13
10

35.53
27.63
17.11
13.16

18
8
7
5

39.13
17.39
15.22
10.87

30
14
12
7

39.47
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15.79
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ࠖࡕࡲしのࡓࢃࠕ
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ᗘᩘ 㸣 㸣

㸣

ᗘᩘ

ᗘᩘ
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ᗘᩘ 㸣㡯目
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㝮⏣ᕝ

㝮⏣ᕝ

ᬕᾏ㐠Ἑ

ᬕᾏ㐠Ἑ

┦⏕ᶫ
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┦⏕ᶫ

ㄆ▱し࠸࡞

ఢබᅬ

21ࢸࢩ࣮ࣂࣜ
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ఢබᅬ
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ㄆ▱し࠸࡞

21ࢸࢩ࣮ࣂࣜ

21ࢸࢩ࣮ࣂࣜ

ㄆ▱し࠸࡞
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ఢ
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ている �ᅗ ��。

G� 全య：୧ഃの居住者は「㏆㞄住民意識」のᖹᆒㄆ▱㡿

域の広がりが全య的に┦ఝのഴྥをᙧ成し、上ᒙ㝵へ⊃

くなるഴྥがある。全య的に⊃域のㄆ▱㡿域をᙧ成して

いる �ᅗ ��。

（2�「にぎわい」

D� పᒙ㝵：ෆ㝣ഃの居住者はᆒ㉁にㄆ▱㡿域が広がるഴ

ྥがあり、ἢᓊഃの居住者はୗ部にㄆ▱㡿域が広がるഴ

ྥがみられる。�ᅗ ��。

E� ୰ᒙ・高ᒙ㝵：ෆ㝣ഃの居住者はᆒ㉁にㄆ▱㡿域が広

がるഴྥがあり、ἢᓊഃの居住者は୰ኸ部にㄆ▱㡿域が

広がるഴྥがある。�ᅗ ��。

F� ㉸高ᒙ㝵：ෆ㝣ഃの居住者はୗ部にㄆ▱㡿域が広がる

ഴྥがあり、ἢᓊഃの居住者は上部に大きく広がるഴྥ

40ha

0�੶� 0�੶�20
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��ᖹ面方ྥ��
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がある。全య的に୧ഃのㄆ▱㡿域は┦している �ᅗ ��。

G� 全య：୧ഃに住むྛ㝵ᒙの居住者は「にぎわい」のᖹ

ᆒㄆ▱㡿域の広がりがྛ㝵ᒙに┦し、ෆ㝣ഃの居住者

は上ᒙ㝵へ⊃くなるഴྥがあり、୰ᒙ・高ᒙ㝵に広くㄆ

▱している。ἢᓊഃの居住者は上ᒙ㝵へ広くなるഴྥが

あり、㉸高ᒙ㝵に広くㄆ▱している。よって、ෆ㝣ഃに

住む୰ᒙ・高ᒙ㝵の居住者とἢᓊഃに住む㉸高ᒙ㝵の居

住者は「にぎわい」のㄆ▱㡿域が広がりやすいといえる

�ᅗ ��。

（3�「㌟㏆な⥳地」

D� పᒙ㝵：ෆ㝣ഃの居住者は୰ኸ部にㄆ▱㡿域が広がる

ഴྥがあり、ἢᓊഃの居住者は上部にㄆ▱㡿域が広がる

ഴྥがある。�ᅗ ��。

E� ୰ᒙ・高ᒙ㝵：ෆ㝣ഃの居住者は上部にㄆ▱㡿域が広

がるഴྥがあり、ἢᓊഃの居住者はୗ部にㄆ▱㡿域が広

がるഴྥがある。୧ഃの❧యኚ化はୗ部に┦している

�ᅗ ��。

F� ㉸高ᒙ㝵：ෆ㝣ഃの居住者は上部とୗ部にㄆ▱㡿域が

広がるഴྥがあり、ἢᓊഃの居住者は୰ኸ部にㄆ▱㡿域

が広がるഴྥがある。୧ഃの❧యኚ化は┦している�ᅗ

��。

G� 全య：୧ഃの居住者は「㌟㏆な⥳地」のㄆ▱㡿域の広

がりが全య的に┦し、୰ᒙ・高ᒙ㝵に広くㄆ▱している。

ෆ㝣ഃの居住者は㉸高ᒙ㝵のᖹᆒㄆ▱㡿域は⊃くㄆ▱す

るഴྥがあり、ἢᓊഃのの居住者は「㌟㏆な⥳地」のㄆ

▱㡿域をపᒙ㝵に⊃くㄆ▱している。全య的に⊃域のㄆ

▱㡿域をᙧ成している �ᅗ ��。

（��「㌟㏆なỈ㎶」

D� పᒙ㝵：ෆ㝣ഃの居住者は୰ኸ部にㄆ▱㡿域が広がる

ഴྥがあり、ἢᓊഃの居住者は上部にㄆ▱㡿域が広がる

ഴྥがある。�ᅗ ��。

E� ୰ᒙ・高ᒙ㝵：ෆ㝣ഃの居住者は上部とୗ部にㄆ▱㡿

域が広がるഴྥがあり、ἢᓊഃの居住者は୰ኸ部とୗ部

にㄆ▱㡿域が広がるഴྥがみられる。全య的に୧ഃのㄆ

▱㡿域は┦している �ᅗ ��。

F� ㉸高ᒙ㝵：ෆ㝣ഃの居住者は上部とୗ部にㄆ▱㡿域が

広がるഴྥがあり、ἢᓊഃの居住者は୰ኸ部にㄆ▱㡿域

が広がるഴྥがみられる。全య的に୧ഃのㄆ▱㡿域は┦

している �ᅗ ��。

G� 全య：୧ഃの居住者は「㌟㏆なỈ㎶」のᖹᆒㄆ▱㡿域

を上ᒙ㝵へ広くなるഴྥがある。ෆ㝣ഃの居住者は୰ᒙ・

高ᒙ㝵のᖹᆒㄆ▱㡿域が⊃い、ἢᓊഃの居住者はపᒙ㝵

のᖹᆒㄆ▱㡿域が⊃いഴྥがある。また、୧ഃのの居住

者は「㌟㏆なỈ㎶」のㄆ▱㡿域を㉸高ᒙ㝵において広く

ㄆ▱している。全య的に୰域のㄆ▱㡿域をᙧ成している

�ᅗ ��。

（��「わたしのまち」

D� పᒙ㝵：ෆ㝣ഃの居住者はୗ部にㄆ▱㡿域が広がるഴ

ྥがあり、ἢᓊഃの居住者は୰ኸ部に広がるഴྥがある。

全య的に୧ഃのㄆ▱㡿域は┦ఝしている �ᅗ ��。

E� ୰ᒙ・高ᒙ㝵：ἢᓊഃとෆ㝣ഃの居住者ともに上部に

ㄆ▱㡿域が広がるഴྥがあり、全య的に୧ഃのㄆ▱㡿域

は┦ఝしている �ᅗ ��。

F� ㉸高ᒙ㝵：ෆ㝣ഃの居住者はୗ部にㄆ▱㡿域が大きく

広がるഴྥがあり、ἢᓊഃの居住者は上部とୗ部に大き

く広がるഴྥがある。全య的に୧ഃのㄆ▱㡿域は一部┦

ఝしている �ᅗ ��。

G� 全య：୧ഃの居住者は「わたしのまち」のᖹᆒㄆ▱㡿

域を上ᒙ㝵へ⊃くなるഴྥがある。ෆ㝣ഃの居住者は㉸

高ᒙ㝵のᖹᆒㄆ▱㡿域が⊃い、ἢᓊഃの居住者は୰ᒙ・

高ᒙ㝵のᖹᆒㄆ▱㡿域は⊃くㄆ▱するഴྥがある。また、

୧ഃのの居住者は「わたしのまち」のㄆ▱㡿域は広くㄆ

▱している。全య的に広域のㄆ▱㡿域をᙧ成している�ᅗ

��。

�6�「行動⠊ᅖ」

D� పᒙ㝵：ෆ㝣ഃの居住者は上部にㄆ▱㡿域が広がるഴ

ྥがあり、ἢᓊഃの居住者はୗ部に広がるഴྥがある。

全య的に୧ഃのㄆ▱㡿域は┦している �ᅗ ��。

E� ୰ᒙ・高ᒙ㝵：ἢᓊഃとෆ㝣ഃの居住者ともにୗ部に

ㄆ▱㡿域が大きく広がるഴྥがあり、୧ഃの居住者は⣙

��KD の広⠊ᅖにཬࡪㄆ▱㡿域をᙧ成する。全య的に୧ഃ

のㄆ▱㡿域は┦ఝしている � ᅗ ��。

F� ㉸高ᒙ㝵：ෆ㝣ഃの居住者は上部とୗ部にㄆ▱㡿域が

広がるഴྥがあり、ἢᓊഃの居住者は୰ኸ部に広がるഴ

ྥがある。全య的に୧ഃのㄆ▱㡿域は┦している�ᅗ��。

G� 全య：୧ഃの居住者は「行動⠊ᅖ」のㄆ▱㡿域の広が

りが全య的に┦のഴྥをᙧ成し、ෆ㝣ഃの居住者は上

ᒙ㝵へ⊃くなるഴྥがあり、ἢᓊഃの居住者は上ᒙ㝵へ

広くなるഴྥがある。ෆ㝣ഃの居住者はపᒙ㝵のᖹᆒㄆ

▱㡿域を広く、ἢᓊഃの居住者は㉸高ᒙ㝵のᖹᆒㄆ▱㡿

域を広くㄆ▱するഴྥがある。全య的に広域のㄆ▱㡿域

をᙧ成している �ᅗ ��。

ࠉ

�. ᆶ┤᪉ྥにおける㏆㞄住Ẹព㆑に࠸ࡘて

　๓❶では住Ჷ࿘㎶に対する環ቃㄆ▱のどⅬからㄆ▱≉

性を考ᐹした。高ᒙ住宅においては住Ჷ࿘㎶にຍえて、
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住Ჷෆ部も居住者にとっての地域環ቃとゝえる。そこで

本❶では、居住者の住Ჷෆ部に対する環ቃㄆ▱として「㏆

㞄住民意識」に着目して考ᐹを行う。戸ᘓて住宅➼にお

いて㞄㏆ᡤが㏆㞄住民意識のᙧ成要因となりᚓる࿘㎶環

ቃであるように、高ᒙ住宅において上ୗ㝵の住戸は居住

者にとって㏆㞄住民意識のᙧ成要因となりᚓる࿘㎶環ቃ

の一部である。そこで本❶では๓❶までにᚓられたㄆ▱

≉性にຍえ、㢮型ẖの住Ჷෆ部に対する㏆㞄住民意識を

考ᐹする。

　ᅗ 6 は๓❶までとྠ様の㢮型ࡈとに、ᆶ┤方ྥにおけ

る㏆㞄住民意識の「ㄆ▱ᗘのኚ化」と「ࡘながりの広さ

とࡘながり方」をᅗ化したものである。

　まࡎ、「ㄆ▱ᗘのኚ化」はᅗ 6の୧⬥のᅗが示している。

これはㄆ▱ᗘのኚ化を㢮型ẖにᅗ化したものである。本

❶におけるㄆ▱ᗘとは、上ୗ㝵方ྥの㏆㞄住民意識をၥ

うタၥにおいて、⠊ᅖのᅇ⟅があった人数をྛ㝵のᅇ⟅

者数で㝖した合である。なお⟬出は㢮型ูに行った。

このㄆ▱ᗘを㝵数に応じてᕸ⨨することでᩓᕸᅗをస成

した上で、プロࢺࢵをᖹ⥺でࡘないࡔ᭤⥺がᅗ 6 の୧

⬥のᅗである。; ㍈はㄆ▱ᗘ（㸣）を示し、< ㍈は㝵数㝵

ᒙを示している。本❶ではこのᅗにおいて᭤⥺がᕥྑに

広がるど㸪「㏆㞄住民意識の」ㄆ▱が高いとゎ㔘する。

ḟに、「ࡘながりの広さとࡘながり方」は୰ኸのᅗが示し

ている。本❶におけるᆶ┤方ྥの「ࡘながりの広さ」とは、

上ୗ方ྥの㏆㞄住民意識をၥうタၥからᚓた「上ୗ ;㝵、

住宅全య」などの居住㝵を㊬いで㏆㞄住民意識をᙧ成す

る㝵の⠊ᅖである。この⠊ᅖを示すのが▮༳の㛗さであ

る。そのたࡵ本❶では▮༳が㛗いど「ࡘながりの広さ」

が広いとゎ㔘する。また▮༳のኴさは✀あり、⣽い▮

༳はᅇ⟅一ࡘ一ࡘの⠊ᅖそのものを示している。ኴい▮

༳の⠊ᅖは「住Ჷ全య」であり」数のᅇ⟅の⠊ᅖをまと

て示している。これはෆ㝣ഃではࡵ 21�、ἢᓊഃでは 1��

の居住者が⠊ᅖを「住Ჷ全య」とᅇ⟅したたࡵである。

　そして、「ࡘながり方」を示すのが୰ኸのᅗ୰のプロࢵ

においてྛ㝵が⣽「ながりの広さࡘ」である。これはࢺ

い▮༳に⦪᩿されるᅇ数、すなわちྛ㝵がㄆ▱される居

住者（住Ჷ全యをㄆ▱する居住者を㝖く）の人数を᰿ᣐ

にస成したものである。プロࢺࢵは⟬出値から定⩏した

ୗグの三✀の㝵ᒙを示している。

୰ᚰ㝵ᒙ：ෆ㝣ഃとἢᓊഃともに � 人以上のᅇ⟅者がㄆ

▱している㝵ᒙ

支Ⅼ㝵ᒙ：ෆ㝣ഃあるいはἢᓊഃに � 人以上のᅇ⟅者が

ㄆ▱している㝵ᒙ

内㝣ഃ ἢᓊഃ

୰ᒙ �࣭㧗ᒙ㝵  (13F~31F)  

➨ኚ㝵ᒙ(32F㹼36F)

➨୍ኚ㝵ᒙ(8F㹼12F)

㉸㧗ᒙ㝵 (37F~  )  

ㄆ▱し࠸࡞㸸6�� ㄆ▱する㸸���

1F

FORRU
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1Fపᒙ㝵 (1F~7F)

ซ

内㝣ഃ
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ἢᓊഃのᨭⅬ㝵ᒙ

内㝣ഃのᨭⅬ㝵ᒙ

Ⅼ㝵ᒙ3

ෆ㝣ഃとἢᓊഃともに � 人以上のᅇ
⟅者がㄆ▱している㝵ᒙ

ἢᓊഃに � 人以上のᅇ⟅者がㄆ▱し
ている㝵ᒙ

ෆ㝣ഃに � 人以上のᅇ⟅者がㄆ▱し
ている㝵ᒙ

ෆ㝣ഃあるいはἢᓊഃに 3 人のᅇ⟅
者がㄆ▱している㝵ᒙ

୰ᚰ㝵ᒙ

ᨭⅬ㝵ᒙ�

㝵ᒙ
㒊分

୰ᚰ

ᆶ┤᪉ྥの㏆㞄住Ẹព㆑
のㄆ▱ᵓ㐀ᴫᛕ
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20й25й 20й 10й 10й0й0й

ㄆ▱ᗘ
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ᆶ┤᪉ྥの㏆㞄住Ẹព㆑のㄆ▱ᗘ㸦య㸧

ㄆ▱ᗘ
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Ⅼ㝵ᒙ：ෆ㝣ഃあるいはἢᓊഃに 3 人のᅇ⟅者がㄆ▱し

ている㝵ᒙ

本❶では上グ三✀をࡘながりの᥋続の程ᗘを示す㝵ᒙと

してゎ㔘する。以ୗにᆶ┤方ྥにおける㏆㞄住民意識の

「ㄆ▱ᗘのኚ化」と「ࡘながりの広さとࡘながり方」をグ

㏙する。

D� 全య：ᆶ┤方ྥの㏆㞄住民意識に関する上ୗ㝵のㄆ▱

ᗘにࡘいて、「ㄆ▱しない」のᅇ⟅は 6�� であり、「ㄆ▱

する」のᅇ⟅は 33� である。

E� పᒙ㝵：ෆ㝣ഃの居住者は上部にᙉいࡘながりがある

支Ⅼ㝵ᒙのࣝࢢープを୰ᚰにし、ୗ部にⅬ㝵ᒙで上ୗ㝵

とࡘながるᵓ造をᙧ成している。ἢᓊഃの居住者は୰ኸ

部にある程ᗘࡘながりがあるⅬ㝵ᒙを୰ᚰに上ୗ㝵とࡘ

ながるᵓ造をᙧ成している。よって、ᆶ┤方ྥにおける

㏆㞄住民意識にࡘいて、పᒙ㝵でෆ㝣ഃはἢᓊഃよりᏳ

定した上ୗ㝵関係があると考えられる。

F� ୰ᒙ・高ᒙ㝵：୧ഃの居住者は上部で୧ഃともにᆶ┤

方ྥにおける㏆㞄住民意識に関するᙉいࡘながりがある

୰ᚰ㝵ᒙのࣝࢢープをᙧ成している。ෆ㝣ഃの居住者は

୰ᚰ㝵ᒙを୰ᚰにし、上部とୗ部に支Ⅼ㝵ᒙのࣝࢢープ

をᙧ成している。また、୰ኸ部にⅬ㝵ᒙのࣝࢢープをᙧ

成し、ࡘの支Ⅼ㝵ᒙのࣝࢢープがࡘながるഴྥがみら

れた。ἢᓊഃの居住者は୰ᚰ㝵ᒙを୰ᚰにし、୰ኸ部に

一ࡘの支Ⅼ㝵ᒙのࣝࢢープをᙧ成している。また、上部

とୗ部に」数のⅬ㝵ᒙのࣝࢢープをᙧ成し、上ୗ㝵とࡘ

ながるഴྥがある。よって、ᆶ┤方ྥにおける㏆㞄住民

意識にࡘいて、୰ᒙ・高ᒙ㝵で全యㄆ▱ᵓ造の୰ᯡとし

て上ୗ㝵をࡘながる୰ᚰ㝵ᒙのࣝࢢープをᢳ出でき、୧

ഃは୰ᚰ㝵ᒙを୰ᚰに上ୗ㝵とࡘながるᵓ造をᙧ成して

いる。また、ෆ㝣ഃはἢᓊഃよりややᙉい上ୗ㝵関係が

あるといえる。

G� ㉸高ᒙ㝵：ෆ㝣ഃの居住者のᆶ┤方ྥにおける㏆㞄住

民意識のࡘながりは住Ჷ全యをㄆ▱する居住者以እࡰ

ない。ἢᓊഃの居住者は୰ኸ部に一ࡘの支Ⅼ㝵ᒙをᙧ成

し、上部とୗ部にࡘのⅬ㝵ᒙのࣝࢢープをᙧ成し、上

ୗ㝵とのࡘながりをᙧ成している。よって、ᆶ┤方ྥに

おける㏆㞄住民意識にࡘいて、㉸高ᒙ㝵でෆ㝣ഃは上ୗ

㝵の㏆㞄住民意識をࡘながるㄆ▱ᵓ造をᙧ成しておらࡎ、

ἢᓊഃはෆ㝣ഃよりᙉい上ୗ㝵関係があるといえる。

ࠉ

�. ࡵとࡲ

��㉸高ᒙ住宅の㞟住యにおける住戸の❧地ཬࡧ居住㝵の

環ቃㄆ▱による実態ᅪ域のᙧ成にࡘいて以ୗにᩚ⌮する。

（1� ᪥ᖖ生活ᅪにおける「行動⠊ᅖ」、「わたしのまち」の

ㄆ▱による実態ᅪ域のᵓ成にࡘいて

　3 ❶のᵓ成要⣲のศᯒにより、పᒙ㝵と㉸高ᒙ㝵でෆ㝣

ഃの居住者は居住地と࿘㎶の地域をㄆ▱し、୰ᒙ・高ᒙ

㝵でෆ㝣ഃの居住者はさらにἢᓊഃより᪥ᖖ生活に関す

る「㈙い≀」の要⣲もㄆ▱し、ෆ㝣ഃの居住者の᪥ᖖ生

活ᅪは᪥ᖖ生活や地域とᐦ着する᪥ᖖ生活ᅪをᵓ成して

いる。また、ྛ㝵ᒙのἢᓊഃの居住者はさらにྠじ㝵ᒙ

のෆ㝣ഃのᵓ成要⣲よりᬒほに関する要⣲もㄆ▱し、ἢ

ᓊഃの居住者の᪥ᖖ生活ᅪは居住地࿘㎶の⮬↛やỈ㊰な

どの要⣲と一య化することでㄆ▱㡿域をᙧ成しているこ

とがわかった。

（2�「㌟㏆なỈ㎶」、「㌟㏆な⥳地」の⮬↛環ቃのㄆ▱によ

る実態ᅪ域のᵓ成にࡘいて

　3 ❶のᵓ成要⣲のศᯒにより、పᒙ㝵でἢᓊഃとෆ㝣ഃ

の居住者とともに࿘㎶Ỉ㊰、ἢᓊ地域、ᬒほに関する要

⣲とᶫなどの要⣲をⅬ、⥺、面で❧య的にㄆ▱するഴྥ

がある。また、୰ᒙ・高ᒙ㝵でෆ㝣ഃの居住者は࿘㎶Ỉ㊰、

ᶫなどの要⣲とෆ㝣の⮬↛環ቃを全面的にㄆ▱し、ἢᓊ

ഃの居住者はἢᓊ地域に関する要⣲、࿘㎶Ỉ㊰、ᶫなど

の要⣲と一య化することでἢᓊの要⣲のみㄆ▱するഴྥ

がある。そして、㉸高ᒙ㝵でἢᓊഃの居住者はᬒほに関

する要⣲、࿘㎶Ỉ㊰、ᶫの要⣲と可ど性に関する「住ま

いから見える⠊ᅖ」を一య化することでỈ上と㝣上の要

⣲を部ศでㄆ▱するഴྥがある。ෆ㝣ഃの居住者はさら

にἢᓊഃのᵓ成要⣲よりἢᓊ地域に関する要⣲もㄆ▱し、

Ⅼ、⥺、面で❧య的にㄆ▱するഴྥがある。

（3�「にぎわい」の人と人との⧅がりである♫環ቃのㄆ

▱による実態ᅪ域のᵓ成にࡘいて

��全యの居住者は「す௰ၟᗑ⾤」をᵓ成要⣲としてᙉく

ㄆ▱している。పᒙ㝵において、ෆ㝣ഃの居住者は「ᮾ

京都㐨 �63�ྕ⥺」、「Ύ通り」およࡧ「᭶島㥐」をᵓ成

要⣲としてᙉくㄆ▱し、ἢᓊഃの居住者は「᭶島㥐࿘㎶」、

「スーࣃー」をᵓ成要⣲としてᙉくㄆ▱している。୰ᒙ・

高ᒙ㝵と㉸高ᒙ㝵において、居住者は「す௰ၟᗑ⾤」、「᭶

島㥐࿘㎶」およࡧ「Ύ通り」の࿘㎶地域を一య的にと

らえㄆ▱している。これにຍえ、�㉸高ᒙ㝵におけるෆ㝣

ഃの居住者は㝮⏣ᕝを㝸てた対ᓊの「㛛๓௰町」までㄆ

▱している。

（��� ❶のᵓ成要⣲のศᯒにより、住戸の❧地およࡧ居住

㝵の環ቃㄆ▱による実態ᅪ域のᙧ成と❧యኚ化にࡘいて、

㡯目ูにおけるෆ㝣ഃとἢᓊഃにおける環ቃㄆ▱のᵓ成

をᅗࣝࢹࣔ � に示す。ࣔࣝࢹは住戸の❧地ཬࡧ居住㝵の
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環ቃㄆ▱による実態ᅪ域のኚ化と❧యのഴྥを示してい

る。

（�� ᆶ┤方ྥに✚ᒙされた㏆㞄住民意識にࡘいて

　ἢᓊഃとෆ㝣ഃのᆶ┤方ྥにおける㏆㞄住民意識の上

ୗ㝵のࡘながり方として୰ᚰ㝵ᒙ、支Ⅼ㝵ᒙ、Ⅼ㝵ᒙを

把握し、㏆㞄住民意識の上ୗ㝵のࡘながりのᙉさを把握

することができた。

　以上、㉸高ᒙ住宅の㞟住యにおける住戸の❧地ཬࡧ居

住㝵の環ቃㄆ▱による実態ᅪ域のᙧ成にࡘいて把握した。

本✏の成ᯝは、ᘓ⠏・都市地域ィ⏬と一యとなった㉸高

ᒙ住宅の㞟住యのィ⏬において᭷⏝な㈨ᩱとなりᚓると

考えられる。
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1�）時実ᙪ：人㛫であること�ᒾἼ᪂᭩�1���

ὀ

ὀ1）ኚ㝵ᒙ�居住㝵ẖにおけるㄆ▱㡿域面✚において㏆ఝ᭤⥺が

���ኚする㝵ᒙ。㹖㍈ㄆ▱㡿域面✚、㹗㍈居住㝵のࣇࣛࢢをస成し、��

���㏆ఝ᭤⥺を㔜ࡡ合わࡏ、ྛㄆ▱㡿域の㏆ఝ᭤⥺ኚ⠇Ⅼの㔜なる㝵

���ᒙをኚ㝵ᒙとしている。

ὀ2）環ቃㄆ▱：環ቃは≀的（空㛫的）環ቃཬࡧ♫一文化環ቃをと

���もに示す概念である。「環ቃㄆ▱」はこうした広い意での環ቃ

���⥲యに対する人㛫のㄆ▱プロセスをྲྀりᢅうものである。本研究

���では比㍑的ࢡ࣐ロスࢣーࣝの地域空㛫を対㇟としているたࡵ、環

���ቃ⥲యにࡘいてのㄆ▱という意ᅗで「環ቃㄆ▱」というᵓ成概念

���を⏝いる。

�　ᅵ⫧博・୰⏣⿱ஂ：都市居住者とゼၥ者の環ቃㄆ▱に関する研究

　（1）㹼（2�、᪥本ᘓ⠏学ㄽ文ሗ࿌㞟3�6ྕ、32�ྕ、1��1、1��2

ὀ3）実態ᅪ域：本研究ㄽ文でいうᅪ域とは「実態ᅪ域」を指す。�

��「実態ᅪ域は༢、まとまりの存在ᙧ態として地域యと地域活動、

���あるいは地域要⣲（地域ᙧ態、地域ᶵ能）の関係により多様に⾲

���現され、ຍえて時㛫㍈によってもኚ化している。」

���ྜྷ㜰㝯ṇ、⸨ᩄ信か：ᅪ域的ィ⏬ㄽ、㈈ᅋἲ人㎰ᯘ⤫ィ༠、

����6ᖺ、33��3�ᘬ⏝

ὀ�）ㄆ▱㡿域：生活場面のなかで人々がㄆ▱している場ᡤや事≀の

���地⌮的広がりをㄆ▱㡿域とࡪ。㡿域という概念には༢なる地⌮

���的広がりという意のに、よりಶ人の行動にᐦ着した⦖ᙇり、

���生活ᅪという意をྵまれており、ᑠᯘ⚽ᶞのࠗ㞟住のなわࡤり

���学࠘において「あるಶ人や㞟ᅋが⮬ศあるいは⮬ศたちのものと

���いう意識をᣢち、そこを支㓄するとこࢁの一定の空㛫である」と�

���定⩏される「生活㡿域」がよく▱られている。このように、ᡤ᭷、

���支㓄、㈐௵という空㛫との関係をᣢࡘ生活㡿域に対して、ㄆ▱㡿

���域は「▱っている」場ᡤや事≀（行ったことのないものをྵࡵ

���て）の地⌮的な広がりを意している。

���᪥本ᘓ⠏学�ᘓ⠏・都市ィ⏬のたࡵの空㛫学事、上᭩院、

���2���、3�1ᘬ⏝

ὀ�）ᅪ域ᅗ示ἲ：ㄆ▱㡿域調査のᡭἲとして既 研究��において実

���しており、調査対㇟地域をよくㄆ▱している⿕㦂者を対㇟とし

���た場合に᭷ຠであり、⮬ᕫの住居の࿘㎶地区などの、比㍑的㝈定

���されたᑠ地域の空㛫を対㇟とした研究に㐺している。ㄆ▱の᭷↓

���や広がりなどの㔞的なഃ面ࡔけでなく、⿕㦂者のෆ部にある空㛫

���のษれ目を示してもらうことにより、㛫᥋的にそのᵓ造を᥈ࢁう

���とするものである。対㇟者は、᪥ᖖ生活の୰でᙧ成される地域に

���対する時㛫的なㄆ識のプロセスにおいてᙧ成されるㄆ▱㡿域にࡘ

���いて調査するたࡵ、୰学生（12ṓ）以上を対㇟とする。時実

���ᙪ��1��は、「時㛫をయ㦂すること」「人㛫であること」において、

���時㛫を⾲すことࡤがṇしく使いこなࡏるには、1�ṓをまたࡤࡡな

���らないとศᯒしている。調査は、ンࢣーࢺグ入⏝⣬とⓑ地ᅗを

���使⏝し、ᇶ本的にンࢣーࢺ⏝⣬は調査ဨがグ入し、ⓑ地ᅗにᥥ

���かれる㡿域は⿕㦂者にグ入してもらう。

ὀ6）ᵓ成要⣲：ྛㄆ▱㡿域のᵓ成要⣲、Ⅼ的要⣲、⥺的要⣲、面的

���要⣲、時㛫ኚ動要⣲にศ㢮する。ᵓ成要⣲㛫┦のまとまりをศ

���ᯒすることは地域におけるㄆ▱㡿域の把握において㔜要である。

ὀ�）ㄆ▱ᗘ：ある地区において、ಶ人�ࢧ�ンプࣝ��がㄆ▱する場ᡤ

���のがその地区のᅇ⟅者が༨ࡵる合。その場ᡤにおいてのㄆ▱

���のࣞࣝ࣋を示す値>�ㄆ▱ᙉᗘ㸻（ㄆ▱㡯目数㸭ᅇ⟅者数）�1��@

　��ὀ㸯㹼ὀ��๓ᥖのὀ㔘にཧ↷）山⏣ᝅྐ�大ෆᏹ：㉸高ᒙ住宅

���の㞟住యにおける居住者の環ቃㄆ▱に関する研究�᪥本ᘓ⠏学ィ

���⏬⣔ㄽ文㞟�第�3ᕳ�　第63�ྕ�SS�1����2�����

ὀ�）ኚ化を示す᭤⥺は居住㝵のㄆ▱㡿域面✚のᖹᆒ値を従ᒓኚ数㸪����

���居住㝵を⊂❧ኚ数とする᭤⥺上の㏆ఝ᭤⥺に┦当する。ᅇᖐࣔࢹ

���ࣝのస成そのものが本研究の目的ではないのでᅇᖐ係数の᭷意

���性の᳨定にࡘいては┬␎する。
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